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川崎市教育委員会事務局
教育政策室
〒210-8577 川崎市川崎区宮本町1番地

044-200-3244TEL FAX044-200-3950

計画期間でめざすものを、教育プランの「めざすもの」と「みんなと共有したい価値観」としています。また、取組は、「施策」と「事務事業」
に分けて、まとめています。

一人ひとりが輝き、共に未来をつくる

めざすもの みんなと共有したい価値観

多様性を可能性へ自分の幸せ みんなの豊かさ一歩、踏み出す

施策

より豊かな学びに向けて

Key Project

社会参画に向けた資質・能力を育成する探究的な学びの充実

組織等の枠を越えた連携による切れ目のない支援

教職員が働きやすい環境づくり
生涯を通じた「学び」と「学び合い」社会の実現

子どもの権利に関する学び

教育DXによる学び

Project 1

Project 2

Project 3

Project 4

取組 1

取組 2

取組 3

施策 1

施策 2

施策 3

施策 4

施策 5

施策 6

子ども主体の学びの推進

豊かな心とすこやかな体の育成

一人ひとりの教育的ニーズへの
対応

学びを支える教育環境の充実

地域と学校の連携・協働

生涯学習の推進

12年の計画期間 「めざすもの」
「みんなと共有したい価値観」

4年の計画期間 施策

事務事業

Key Projectに

関係する取組を

まとめなおしています 力を入れて取り組むテーマ

Key Project
実
施
計
画

12年間の計画期間

第１期実施計画 第2期実施計画 第3期実施計画

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

2029
（R11）

2030
（R12）

2031
（R13）

2032
（R14）

2033
（R15）

2034
（R16）

2035
（R17）

2036
（R18）

2037
（R19）

「めざすもの」
「みんなと共有したい価値観」

施策、事務事業、
Key Project

全体のかたち

くわしく知りたい時は、
ホームページを
見てください。

かわさき教育プランのホームページ
https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000171618.html

計画のつくりと期間

かわさき教育プランの主な内容

Project 1  探究的な学びの充実

Project 3  働きやすい学校づくり
Key Project Project 2  切れ目のない支援

Project 4  「学び」と「学び合い」社会の実現

88seisaku@city.kawasaki.jpMAIL
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このパンフレットは、「第３次川崎市教育振興基本計画　かわさき教育プラン第１期実施計画」ダイジェスト版をもとに、「やさしい日本語」にしたも
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第３次川崎市教育
振興基本計画

第１期実施計画をつくりました
かわさき教育プラン
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将来、
どのような社会になるのか

わかりにくい

「人生100年時代」を
生きていく

大人も子どもも、
みんなで学ぶ地域をつくる

自分たちで考えて、
答えを見つけていく学び

国で新しい学びを
話し合っている

今、わたしたちは、いろいろな社会

の問題に向き合っています。デジ

タル技術が変わりつづけています。

これからの社会を生きていく人

たちは、社会の変化に合わせて、

長い人生を生きていく

ことになります。

これからの時代に合う学習指導

要領（学校で教える内容）を国で

話し合っています。

地域の大人たちが、子どもの学びや育ちを支えます。

成長した子どもが地域で活躍する大人になります。

変化が大きい社会で、子どもたちが生きていく力を

身につけられるように、取り組んでいきます。

?

市民一人ひとりが“学びの主役”

自分の学びを「自分のこと」として考えられるように、取り組んでいきます。

「第１期実施計画」まとめた理由など
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　社会の変化がとても速くなっています。生成AIなどのデジタル技術が次々

に新しくなっています。人の考え方や生き方も大きく変わっています。どの

ような将来になるのかを予想することがとても難しいです。

このような時代では、すべての人が、自分で考え、学びつづけて、自分で

人生を選んでいく力が、これまで以上に必要になります。だれかに正しい

答えを教えてもらうのではなく、自分で「なぜだろう」と考え、まわりの人と話し

ながら答えを見つけていくことが大切です。こうした経験が、これからの時代を

生きる力となっていきます。

「教育」は、「学びたい」「やってみたい」「なぜだろう」という気持ちから始まる

ものだと考えます。

　私たちが、自分で考え、選び、行動することは、これまでより大切になって

います。

　社会の変化がとても速くなっています。生成AIなどのデジタル技術が次々

に新しくなっています。人の考え方や生き方も大きく変わっています。どの

ような将来になるのかを予想することがとても難しいです。

このような時代では、すべての人が、自分で考え、学びつづけて、自分で

人生を選んでいく力が、これまで以上に必要になります。だれかに正しい

答えを教えてもらうのではなく、自分で「なぜだろう」と考え、まわりの人と話し

ながら答えを見つけていくことが大切です。こうした経験が、これからの時代を

生きる力となっていきます。

「教育」は、「学びたい」「やってみたい」「なぜだろう」という気持ちから始まる

ものだと考えます。

　私たちが、自分で考え、選び、行動することは、これまでより大切になって

います。
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P4p3

「めざすもの」
「人づくり」と「社会づくり」に向けて「めざすもの」を決めました。
・「人づくり」：自分の人生を自分の力で生きていくことができる人を育てます。

・「社会づくり」：多様性を大切にして、安心して育つことができる社会をつくります。

「みんなと共有したい価値観」
川崎の教育で大切にしたい考え方（価値観）を、「人づくり」と「社会づくり」の“合言葉”としていきます。

「一人ひとりが輝き、
共に未来をつくる」

「一歩、踏み出す」

「自分の幸せ
みんなの豊かさ」

「多様性を可能性へ」

川崎の教育は、今この時から、一人ひとりが持っている、その人らしさを大切に

して自分の力を発揮できる人を育てます。そして、そのような人たちが、力を合

わせながら、社会をつくっていくことをめざします。

すべての市民が、自分らしさを大切にできるようにします。おたがいに学び合い、

人と人がつながるよろこびを感じながら、よりよい社会をつくっていきます。

子どもも大人も、学びの主役（自分で学びを進める人）になって、チャレンジす

ることを大切にしていきます。

学校と地域がいっしょになって、いろいろなちがいを活かし合う場をつくって

いきます。

川崎の教育がめざすもの

「めざすもの」を実現するために、
市民といっしょに大切にしたい考え方（価値観）

「めざすもの」

「みんなと共有したい価値観」

「めざすもの」

「みんなと共有した
い価値観」

川崎市の教育で大
切にしたいことを、「

めざすもの」と「みん
なと共有したい価値

観」として

まとめました。
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探究的な学びの充実

切れ目のない支援

働きやすい学校づくり

「学び」と「学び合い」社会の実現

子どもの好奇心
（知りたい気もち）から
はじまる学び
子どもの「どうして？」「ふしぎだな」という気

もちを大切にして地域の人と関わりながら、

子どもが中心になる学びを進めます。

「探究的な学び」では、自分で
問題や知りたいことを見つけ
ます。そして、人といっしょに考
え、いろいろな方法をためし
ながら学びます。この学びで、
新しいアイデアを生み出す力
が育つとされています。

「探究的な学び」とは？
地域の人とかかわりながら「探究的な学び」を進めます。
この学びで、子どもたちが社会にかかわ
るために必要な力を育てます。

「かわさき探究2.0」では？
一人でよく考えたり…

みんなで

話し合ったり…

川崎の教育が、これか
らの時代の変化に合う

よ

うに、力を入れて進め
る取組を“Key Proje

ct”

として４つにまとめま
した。

Key Project
「探究的な学び」を充実します（「かわさき探究2.0」といいます）

すべての子どもが
学べるように
障害がある子どもや、学校に行かない状態や

学校に行きたくても行けない状態の子どもが

ふえています。すべての子どもが、自分らしく

安心して学びつづけられるようにします。

学校の先生たちが
安心して力を
出せる学校へ
先生の仕事が多く、学校の先生の人数も

足りない状況です。先生の仕事のしかたを

変えることと、学校の先生たちの人数をふや

すことを、いっしょに進めます。

いつでも
どこでも学べるように
子どもも大人も、学びつづけることが大切で

す。考え方や大事にしたいことがちがってい

ても、おたがいを大切にして学び合うことで、

新しい考え方が生まれます。そして、よりよい

社会をつくっていくことができます。
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いつでも・どこでも・さまざまな学びを
市民が使いやすく、すごしやすい市民館・図書館に
なるようにしていきます。

よりよい授業となるように、先生が授業の準備などをする
時間をふやしていきます。

学びを活かして活躍できる社会へ
一人ひとりの学びを活かせるチャンスをつくります。人と人が
学び合う場所や、グループとグループがつながる場を広げま
す。地域と学校がいっしょになって、子どもの学びを考えたり、
取り組んだりします。

一人ひとりの
ようすをよく知る

必要な情報を
みんなで持つ

いろいろな人や
グループと力を合わせる

3つの
柱

アセスメント（ていねいな調べ）をもとに、子ども
一人ひとりをサポートするための計画をつくり
ます。計画をもとに、子どもにかかわる人たち
が力を合わせてサポートできるようにします。  

みんなでサポートするしくみをつくる

学校の先生たちが、子どもを上手にサポートで
きるようにします。医療や福祉の専門家と力を
合わせて、先生たちをしっかりサポートします。

学校と先生たちを支える

まな まな い かつやく しゃかい

ひとり かんが

授業の組み方を変えて、先生の時間をつくる

先生は、考え方や知識を子どもに伝える授業をしています。
それだけでなく、子どもの学びを支える人になって、子ども
中心の学びも進めていきます。

はしら

学校の先生がこまったとき、弁護士に相談しやすいしくみ
を整えます。また、学校の仕事を外部の力を使ってお
こないます。学校で働く人をふやす取組を進めます。

学校と地域がかかわり
ながらよりよい社会を

つくります

が っ こ う ち い き

し ゃ か いし ゃ か い

こ こ う き し ん

し き

まな

かわさき きょういく
じ だ い へ ん か あ

ちから い
とりくみすす

まな まな しゃかい じつげんあ

はたら が っこう

たんきゅうてき まな じゅうじつ
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たいせつ ちいき ひと かか

まな すす

き

たんきゅうてき

し み

ひと

ほうほう

まな

あたら ちから

そだ

あ   い  で   あ だう

まな

かんが

まな じぶん

もんだい

まな

じぶん

あんしん

しょうがい こ がっこう

がっこう

じょうたいい

い い じょうたい

すす

せんせい

せんせい

し ご と がっこう せんせい にんずう

じょうきょう

おお

しごと

か

た

がっこう せんせい にんずう

あたら かんが かた う

あまなたいせつ

た
ん
き
ゅ
う
て
き

ま
な

じ
ゅ
う
じ
つ

き

め

し
え

ん

は
た
ら

が
っ
こ
う

ま
な

ま
な

し
ゃ
か
い

じ
つ
げ
ん

あ

はな あ

ちいき ひと

まな こ しゃかい

ちからひつよう そだ

たんきゅうてき まな すす

たんきゅう

こ

まな

が っ こ う

あ ん し ん

だ

ちから

が っ こ う

せ ん せ い

まな

こ

こ

ひとり ひつよう じょうほう

もし

ひと

ちから あ

あ   せ  す  め  ん  と

がっこう

いりょう ふくし せんもんか ちから

あ

せんせい

せんせい

じょうずこ

さ ぽ ー と

ひとり さ ぽ ー と

さ  ぽ ー と

さ ぽ ー と

さ ぽ ー と

けいかく

けいかく

こしら

こ ひと

ちから あ

がっこう せんせい ささ

じゅぎょう

こ ちゅうしん まな

く かた か せんせい せんせい し ご と

し ご と はたら ひと

し ご と すすじ か ん

が っ こ う はな あ ほ う ほ う き

じゅぎょう

せんせい

ととの

べ ん ご し

しごと

とりくみがっこう はたら ひと すす

がっこう がいぶ ちから つか

そうだんがっこう

せんせい じゅぎょう じゅんび

じかん

せんせい かんが かた ちしき こ つた

こ こ

まな すす

まな ささ ひと

じゅぎょう

せいせい ぺ  ー ぱ ー れ す か かみ つか で じ た る つか

しみん しみんかん としょかんつか ひとり まな

まな あ ばしょ

がっこう

と く

こ まな かんが 

ば ひろ

い ち ゃ ん す 

ぐ  る  ー  ぷ ぐ  る  ー  ぷ

ひと ひと

ちいき

かた

こ おとな まな たいせつ

かんが だいじ

学校に行かない、学校に行きたくても行けな
い状態の子どもの保護者がなやみを話し合
えるしくみをつくります。

保護者の人が安心できるように
がっこう がっこうい い い

こ あじょうたい はな

ひとほ ご し ゃ あんしん

ほ ご し ゃ

みんなが安心してすごせる
学びの場

がっこう

ば しょそうだん

なか あんしん まな

あんしん

まな ば

学校の中に、いつでも安心して学べる・すごせ
る・相談できる場所をつくります。

しゃかい

ちゅうしん

まな

しごと

子ども中心の学びへ

生成AIやペーパーレス化（紙を使わなくする）など、デジタルを使って、
仕事をしやすくします。

先生の仕事をへらし、仕事を進めやすくする

仕事をしやすくして、働く人をふやす
 r

2+3+5=? 1+2=?
A B C

学校と話し合って、４つの方法を決めました。
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学
校
地
域

子どもたちの学び

地
域

学
校

いきいきと学ぶ大人の姿が、
子どもたちの手本になります。

社会の変化に合わせて、
学びつづける人を育てます。

地域の大人たちが、
子どもの学びや育ちを支えます。
成長した子どもが地域で

活躍する
大人になります。

切れ目のない支援切れ目のない支援
場所や学校が変わっても連続して
サポートします。一人ひとりに
合わせてサポートします。

Project 2Project 2
Key Projectのつながり

4つのProjectはつながっています。関係を図で示します。

働きやすさと

教育の質が

よくなっていきます。

教育がもっと
よいものになります。

ウェルビーイング
（心と体がよい状態）
が高まります。

先生たちの仕事のしかたを変え、
働く人をふやすことを
いっしょに進めます。

PProojjectt 44Project 4P j t 4PPPP jjjj 4444

「学び」と
「学び合い」
「学び」と
「学び合い」

一人ひとりの学びを、
仕事や活動につながるようにする

しくみをつくります。

PProject 11Project 1P 1PPPP 1111

探究的な
学び
探究的な
学び

自分たちで考えて、答えを見つけていく
学びをもっと進めます。

Project 3Project 3

働きやすい学校づくり働きやすい学校づくり

こ まな

かんけい ず しめ

きき し 　 え 　 んし 　 え 　 ん

ば し ょ がっこう か れんぞくれんぞくれんぞく

さ ぽ ー と

さ ぽ ー と

ひ と りひ と りひ と り

あ

じ ぶ んじ ぶ んじ ぶ ん みこた

まな すす

かんが

た ん き ゅ う て きた ん き ゅ う て き

まなまな

はたら

きょういく

しつしつ

きょういく

う る び ー い ん ぐぇ

こころ からだ

たか

じょうたい

が っ こ うが っ こ うはたらはたら

せ ん せ い し ご と

ひとはたら

すす

か

ち い き

こ まな

せいちょう

お と なお と なお と な

か つ や くか つ や く

こ ち い き

そだ ささ

お と なお と なお と な

まな

こ て ほ ん

お と な すがた

し ゃ か い へ ん か

まな ひと そだ

あ

まなまな

まなまな ああ

が

っ

こ

う

ち

い

き

めめ

ひ と りひ と りひ と り まな

し ご と か つ ど う
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不登校で悩んでいる
保護者を支えます！
学校に行かない状態や学校に行きたくても行け
ない状態の子どもの保護者と保護者が知り
合ったり、助け合えるようにします。

学校図書館が
使いやすくなります！
すべての中学校などに、学校図書館で働く人
をおいて、学校図書館を使いやすくします。

いろいろな場所で
自然教室をやります！
今までは、八ケ岳少年自然の家で自然教室を
おこなっていました。これからは、いろいろな
場所でおこないます。

高等専門学校を
つくることをめざします！
中学校を卒業した人が、５年間通う高等専門
学校を新しくつくることをめざします。
この学校では、デジタル技術など、これから
の社会で必要となる技術者を育てます。

教材などの買い方が
変わります！
子どもが学校で使うものを買うために、学校が
保護者からお金を集めています。
これからは、そのうちのいくつかは、保護者が
直接、インターネットで買ったり、お金を払ったり
できるようになります。

教育文化会館、幸市民館・
図書館がきれいになります！
教育文化会館は、労働会館と同じ建物になり、
きれいになります（2027年11月から使える
予定です）。
幸市民館・図書館は、2026年10月からきれいに
する工事をはじめます。（2028年7月から使える
予定です）。

きょういく か い か んぶ ん か さいわいし み ん か ん

きょうざい

か

か かた

こ う と うせ ん も ん が っ こ う

ば し ょ

し ぜ んきょうしつ

が っ こ う

つか

と し ょ か ん

ふ と う こ う

ほ ご し ゃ ささ

なや

と し ょ か ん

ぶんかきょういく かいかん ろうどうかいかん おな

ねん がつ

たてもの

かね

た ー ね と かっちょくせつ かね はら

あつ

い ん

がっこう がっこうつかこ か

ちゅうがっこう

がっこう

がっこう

しゃかい ひつよう ぎじゅつしゃ そだ

で じ た る ぎじゅつ

あたら

そつぎょう ひと ねんかんかよ こうとうせんもん

いま やつがたけしょうねんしぜん いえ しぜん

ば し ょ

きょうしつ

ちゅうがっこう

つかがっこう

がっこう はたら ひととしょかん

としょかん

がっこう

じょうたい こ しほ ご し ゃ ほ ご し ゃ

あ たす あ

い じょうたい がっこう い い

さいわいしみんかん

こうじ がつ つか

としょかん

よてい

よてい

ねん

ねん

がつ

つか

ほ ご し ゃ

ほ ご し ゃ

みんなで健康な歯になります！
フッ化物で口をすすぐなど、子どもの歯を
健康にします。

給食の回数がふ えます！
学校の実情に応じて、 給食の
回数をふやせるように　します。

みんなが安心して学べる
学校にします！
学校の中に、いつでも安心して学べる・
すごせる・相談できる場所をつくります。

先生たちの間で情報の
やりとりがふえます！
クラウドを使うことで、先生と先生の話し

合いや情報交換がふえるようにします。自分の体力をデータで
確かめられます！
データを使いながら、子どもの体力を高め
ていきます。

地域の人たちから
学ぶきっかけをもらいます！
地域の人たちと関わりながら、学校での
学びを進めます。

学習内容がどれくらいわかって
いるかを見ることができます！
GIGA端末（タブレット）を使って、学習内容が
どれくらいわかっているかを確認できるよう
にします。

全校の体育館と武道場に、
空調（エアコン）を入れます！
暑い日でも安全に運動ができます。災害
のときにも使えます。

新しい授業のやり方も
取り入れます！
子どもの疑問や知りたい、やってみたい
という気もちを大切にして、地域の人と
関わりながら、子どもたちが学びを進めます。

先生を　より元気にします！
授業の準備 をしたり、自分のための
時間をとれ るようにしたり、学校の
先生の仕事  　のやり方を変えていきます。

朝、校門で待たなくても
よくなります！
学校がはじまる前から、子どもたちが
建物の中で過ごせるようにします。

身近な場所で
講座をひらきます！
市民館だけではなく、
いろいろな場所で学べる
ようになります。

7:50

17:00

外部の力を使って、
安全な水泳の授業をします！
学校の外のプールを使って水泳の授業をします。
または、授業に水泳コーチが来ます。

がっこう

あつ

がっこう

かいすう

じつじょう おう きゅうしょく
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せんせい
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ひ あんぜん

つか

うんどう さいがい

く

あ じょうほうこうかん

ら う ど つか せんせい せんせい はな

そと ぷ

こ ー ち

ーる つか すいえい じゅぎょう

すいえいあんぜん じゅぎょう

が い ぶ

ぜんこう

きゅうしょく

あたら

と い

ち い き

まな

ひと

じゅぎょう

がくしゅうないよう

あさ

み ぢ か

こ う ざ

ば し ょ

こうもん ま

あんしん

せんせい げ ん き

がっこう

まな

み

かた

かいすう

けん こう は

じ ぶ ん

たし

たいりょく で ー た

せんせい あいだ じょうほう
くうちょう え あ こ ん い

たいいくかん ぶどうじょう

ちから つか

じゅぎょう すいえい き

変わる・新しくなる！他にも
か

ほか

あたら

変わる！
かわさきの教育

！
第1期実施計画の主

な取組です。

き ょ う い く

か

だい き じ っ しけいかく
おも とりくみ
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H1

川崎市教育委員会事務局
教育政策室
〒210-8577 川崎市川崎区宮本町1番地

044-200-3244TEL FAX044-200-3950

計画期間でめざすものを、教育プランの「めざすもの」と「みんなと共有したい価値観」としています。また、取組は、「施策」と「事務事業」
に分けて、まとめています。

一人ひとりが輝き、共に未来をつくる

めざすもの みんなと共有したい価値観

多様性を可能性へ自分の幸せ みんなの豊かさ一歩、踏み出す

施策

より豊かな学びに向けて

Key Project

社会参画に向けた資質・能力を育成する探究的な学びの充実

組織等の枠を越えた連携による切れ目のない支援

教職員が働きやすい環境づくり
生涯を通じた「学び」と「学び合い」社会の実現

子どもの権利に関する学び

教育DXによる学び

Project 1

Project 2

Project 3

Project 4

取組 1

取組 2

取組 3

施策 1

施策 2

施策 3

施策 4

施策 5

施策 6

子ども主体の学びの推進

豊かな心とすこやかな体の育成

一人ひとりの教育的ニーズへの
対応

学びを支える教育環境の充実

地域と学校の連携・協働

生涯学習の推進

12年の計画期間 「めざすもの」
「みんなと共有したい価値観」

4年の計画期間 施策

事務事業

Key Projectに

関係する取組を

まとめなおしています 力を入れて取り組むテーマ

Key Project
実
施
計
画

12年間の計画期間

第１期実施計画 第2期実施計画 第3期実施計画

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

2029
（R11）

2030
（R12）

2031
（R13）

2032
（R14）

2033
（R15）

2034
（R16）

2035
（R17）

2036
（R18）

2037
（R19）

「めざすもの」
「みんなと共有したい価値観」

施策、事務事業、
Key Project

全体のかたち

くわしく知りたい時は、
ホームページを
見てください。

かわさき教育プランのホームページ
https://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000171618.html

計画のつくりと期間

かわさき教育プランの主な内容

Project 1  探究的な学びの充実

Project 3  働きやすい学校づくり
Key Project Project 2  切れ目のない支援

Project 4  「学び」と「学び合い」社会の実現

88seisaku@city.kawasaki.jpMAIL

き ょ う い く ぷ ら ん おも な い よ う

け い か く

ぜ ん た い

ひ と り かがや とも み ら い
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い っ ぽ ふ だ じぶん ゆた たようせい かのうせいしあわ

し さ く

ゆた まな む

しさく

しさく

しさく

しさく

しさく

しさく

こ
しゃかいさんかく

そしきとう

こ

か わ さ き しきょういくい い ん か いじ む き ょ く

きょういくせ い さ く し つ

かわさきしかわさきくみやもとちょう ばんち

し とき

み

ぷらん ほ ー む ぺ ー じ

ほ ー む ぺ ー じ

きょういく まな

未来を主体的に切り拓く学び
みらい き ひら まなしゅたいてき

かんけんり まな

まな まな あ しゃかい じつげんはたら がっこう

き め し え んたんきゅうてき まな じゅうじつ

わく

はたら かんきょうきょうしょくいん

しょうがい つう まな まな あ しゃかい じつげん

こ き め しえんれんけい

ししつ いくせい たんきゅうてき まな じゅうじつのうりょくむ
しゅたい まな

ゆた

ひとり

たいおう

まな

ち い き

しょうがいがくしゅう すいしん

がっこう れんけい きょうどう

ささ きょういくかんきょう じゅうじつ

きょういくてきに ー ず

こころ からだ いくせい

すいしん

とりくみ

とりくみ

とりくみ

き か ん

わ

きょうゆう か ち か ん

きょうゆう

し さ く

か ち か ん

けいかくきかん

けいかくきかん

ねん

ねん

けいかく きょういく きょうゆう か ち か ん とりくみ し さ く じ む じ ぎょうぷ ら ん

じ
っ
し
け
い
か
く

し さ く

かんけい とりくみ

ちから とい く て ー ま

第1階層

第2階層

ねんかん けいかくきかん

だい き じっしけいかく だい きじっしけいかく だい きじっしけいかく

このパンフレットは、「第３次川崎市教育振興基本計画　かわさき教育プラン第１期実施計画」ダイジェスト版をもとに、「やさしい日本語」にしたも

のです。「やさしい日本語」にするときは、もとの計画の意味や伝えたいことを変えないように注意しました。ただし、分かりやすくするために、あえて

簡単な言い方にしたり、文を短くしたりしています。なお、「やさしい日本語」の考え方は、「川崎市〈やさしい日本語〉ガイドライン」を参考にしています。

ぱ ん ふ れ っ と だい

かんたん い かた ぶん みじか かんが かた かわさきし が い ど ら い ん さんこう

けいかく い み かつた ちゅうい わ

じ かわさきしきょういくしんこうきほんけいかく きょういく だい きじっしけいかく だ い じ ぇ す とばん にほんご
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